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Division of Agronomy and Horticultural Science



( Division of Forest and Biomaterials Science )





 Division of Applied Life Sciences 

Applied Microbiology for Human Life
Advanced Applied Biochemistry
Applied Plant Sciences





 Division of Applied Biosciences 





Division of Environmental Science and Technology





Division of Natural Resource Economics





Division of Food Science and Biotechnology







S001 Scientific Communication 1
S003 Scientific Communication 2
S005 Sustainable Agriculture: A Cross-

Cultural Perspective

( Special Course in Agricultural Sciences - For the Global Future of Life, Food and the Environment - )



W001 <Human Security Development>

W002 <Southeast Asian Studies>



U001 UNESCO Chair
Fieldwork Water, Forest and
Society
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科目ナンバリング G-AGR02 7BZ02 PJ80

授業科目名
　<英訳>

木造建築インターンシップ
Internship in wood structure

担当者所属・
職名・氏名

教授生存圏研究所 五十田　博
准教授生存圏研究所 中川　貴文

配当
学年  1回生以上 単位数  4 開講年度・

開講期
  2023・
通年 曜時限 その他

授業
形態 実習

使用
言語 日本語

 [授業の概要・目的]
企業（建築構造設計事務所　事務所登録された、一級建築士事務所）に約4週（160時間）間通い、
構造設計の実践の場においてその補助作業を行う。企業の選定にあたっては担当教員がインターン
シップを推薦する企業名簿を作成しそれを基準としながら、学生と相談のうえ決定する。インター
ンシップは大学での講義とは違い社会人としての技術の実践の場である。その意味で単なる知識で
はなくそれらを生かす技能を習得する。具体的には構造設計の役割、倫理感、法対応、設計者対応、
クライアント対応、構造計算書の作り方、等を間接的にではあるが習得する。

 [到達目標]
学外で技術を実践していく上で社会人としての最低限のマナーを習得する。更に構造設計事務所及
びその作業内容の具体的な内容を建築設計の実務経験が豊富な一級建築士の指導を受け実感として
学びとる。具体的には構造設計の役割、倫理感、法対応、設計者との対応、構造計算書の作り方等
である。

 [授業計画と内容]
インターンシップ担当企業に下記の内容の中から2つ程度までは習得できるように関連作業への従
事をお願いする。
①構造設計の進め方について
②設計事務所との打ち合わせなどに必要な構造モデル、模型、必要な書類、図面づくり
③構造計算書の作成に必要なデータや諸条件の整理
④構造計算書の元となる構造計算プログラムを用いた入力
⑤構造に関わる特記仕様書の作成
授業内容の典型的な例を以下に示す。
第1回　構造計算書作成の要点（建物概要）　（集中8時間　1コマ2時間×1日4コマ）
第2回　構造計算書作成の要点（荷重外力）　（集中8時間　1コマ2時間×1日4コマ）
第3回　構造計算書作成の要点（応力計算）　（集中8時間　1コマ2時間×1日4コマ）
第4回　構造計算書作成の要点（断面算定）　（集中8時間　1コマ2時間×1日4コマ）
第5回　構造計算書作成の要点（基礎杭等の検討）　（集中8時間　1コマ2時間×1日4コマ）
第6回　構造計算書作成の要点（使用上の支障に関する検討）　（集中8時間　1コマ2時間×1日4コ
マ）
第7回　構造計算書作成の要点（層間変形角、剛性率、偏心率等）　（集中8時間　1コマ2時間×1
日4コマ）
第8回　構造計算書作成の要点（保有水平耐力）　（集中8時間　1コマ2時間×1日4コマ）
第9回　構造計算書作成の要点（屋根ふき材等の検討）　（集中8時間　1コマ2時間×1日4コマ）
第10回　構造計算書作成の事例（構造計算概要書）　（集中8時間　1コマ2時間×1日4コマ）
第11回　構造計算書作成の事例（仮定荷重）　（集中8時間　1コマ2時間×1日4コマ）
第12回　構造計算書作成の事例（2次部材の検討）　（集中8時間　1コマ2時間×1日4コマ）
第13回　構造計算書作成の事例（基礎の検討）　（集中8時間　1コマ2時間×1日4コマ）
第14回　構造計算書作成の事例（一貫構造計算プログラム）　（集中8時間　1コマ2時間×1日4コ
マ）
第15回　構造計算書作成の事例（チェックリスト）　（集中8時間　1コマ2時間×1日4コマ）

木造建築インターンシップ (2)へ続く↓↓↓
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木造建築インターンシップ (2)

第16回　構造計算書作成の事例（電算出力の確認）　（集中8時間　1コマ2時間×1日4コマ）
第17回　構造計算書作成の知識（構造伏図）　（集中8時間　1コマ2時間×1日4コマ）
第18回　構造計算書作成の知識（構造骨組図）　（集中8時間　1コマ2時間×1日4コマ）
第19回　構造計算書作成の知識（構造模型）　（集中8時間　1コマ2時間×1日4コマ）
第20回　構造計算書作成の知識（総合所見）　（集中8時間　1コマ2時間×1日4コマ）

 [履修要件]
木質構造機能学Ⅰ
木質構造機能学Ⅱ
を履修のこと

 [成績評価の方法・観点]
企業の担当者から提出いただく作業報告等の書類により評価する。

 [教科書]
授業中に指示する

 [参考書等]
（参考書）

 [授業外学修（予習・復習）等]
木質構造の設計、部材の設計、壁量計算、接合部の設計などについて事前に学修すること

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。



科目ナンバリング 　G-AGR02 7BZ01 PJ80　

授業科目名
　<英訳>

インターンシップ
Internship

担当者所属・
職名・氏名

教授農学研究科 杉山　淳司
教授農学研究科 小杉　緑子

配当
学年  1回生以上 単位数  1 開講年度・

開講期
  2023・
通年 曜時限 その他

授業
形態 実習

使用
言語 日本語

 [授業の概要・目的]
公的機関等において、製造、設計、研究、開発、研究等の実習を行い、社会における現場体験をす
ることによって、大学における教育・研究への目的意識を習得すること、および将来の進路決定に
有益な知見を得ることを目的とする。

 [到達目標]
公的機関等における実習を通じて、社会の実態を理解し、自身の研究の方向づけに役立てる。また
将来のキャリア形成について理解を深める。

 [授業計画と内容]
インターンシップは、森林科学専攻に募集が来ているもの、および企業、官公庁などのホームペー
ジで募集しているものに応募し、実習を行うこと。

インターンシップ修了後、１２月末までに、
（１）レポート（実習内容、感想などの報告書、Ａ４×４枚以上）及び、
（２）受け入れ先の受け入れ承諾書を森林科学専攻事務室に提出すること。

 [履修要件]
森林科学専攻在籍の学生に限る。

インターンシップ参加の前に、必ず、指導教員及び専攻長に申し出て、単位認定が可能かどうか確
認すること。

また、インターンシップ実習の期間はおよそ１週間以上であること。

 [成績評価の方法・観点]
提出されたレポートにより評価する。
また評価基準及び達成度については、当該年度農学研究科学修要覧記載の［評価基準及び達成度］
による。

 [教科書]
使用しない

 [参考書等]
（参考書）
受入れ先機関からの指示に従うこととする。

 [授業外学修（予習・復習）等]
森林・林業、環境、木材関連産業について予備的知識を習得しておくこと。

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。
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% %

49 27 2 0 0 78 97% 100%

56 18 3 0 0 77 96% 100%

55 20 2 0 0 77 97% 100%

25 37 13 1 0 76 82% 99%

20 33 20 2 0 75 71% 97%

20 35 20 1 0 76 72% 99%

33 32 11 1 0 77 84% 99%

43 30 3 1 0 77 95% 99%

50 23 4 0 0 77 95% 100%

28 38 8 2 1 77 86% 96%

21 39 14 2 1 77 78% 96%

36 29 11 0 1 77 84% 99%

37 31 7 1 1 77 88% 97%

35 36 5 1 0 77 92% 99%

44 27 6 0 0 77 92% 100%

31 37 8 1 0 77 88% 99%
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